
令和２年度　地域包括支援センター　事業評価結果

※指標番号にハイフンが付いていないものが国が定める基準、ハイフンの後ろに数字が入っているものが佐倉市の基準となります。（例:「１」＝国基準。「１－１」＝佐倉市基準）

１　組織運営体制等 ◎または▲とした理由、特記事項 ◎または▲とした理由、特記事項 ◎または▲とした理由、特記事項 ◎または▲とした理由、特記事項 ◎または▲とした理由、特記事項

(1)　組織運営体制
1

○ ○ ○ ○ ○

1-1

◎

定期的に法人に進捗状況を報告適宜助言・
指導を受けている。

◎

各職種で実施計画を作成し、まとめたものを
事業計画としている。また、半期で評価も行っ
ている。 ◎

全体目標と職種別の事業計画を策定。必要
時修正や追加をし、地域のニーズに柔軟に対
応できるようにしている。 ◎

各担当職員が事業計画を作成し、センター内
及び法人にも計画内容の報告を行い、情報
共有を行っている。また、包括内会議にて進
捗確認を実施している。

◎

半期毎に法人に事業計画の進捗状況を報告
している。報告にあたり、職員に確認し、結果
を共有するようにしている。

2
○ ○ ○ ○ ○

3
○ ○ ○ ○ ○

4
○ ○ ○ ○ ○

4-1

◎

毎朝のカンファレンスで全職員が情報を共有
する他、必要時には会議を開催する。

◎

日々の朝礼や月１回のカンファレンスにて情
報共有を図っている。

◎

朝礼（毎日）、センター会議（月1回）を通じて、
情報共有を図っている。

◎

毎朝のミーティングや業務日誌、月１回の包
括内会議において情報共有を図っている。

◎

毎朝、朝礼にて前日の相談内容や連絡事項
について確認・共有している。その他会議や
ケース確認においても進捗や連絡事項の確
認などを行っている。

5
○ ○ ○ ○ ○

6

◎

①地域課題の抽出に至っていない地域での
ケア会議
②住民主体の支えあい地域づくりの推進
③在宅・医療介護の連携推進を重点に取り
組む。

◎

今年度は、昨年度同様、
①介護予防
②認知症施策
③地域ケア会議
を重点目標と位置付けている。

◎

今年度はコロナ禍の中でも、どのように既存事業を
継続実施するのかについて検討。センター内で方針
を話し合い、優先順位をつけ、他事業との連動を意
識しながら、年間計画等に反映するようにしている。
①地域ケア会議の継続実施
大人数が集まるこれまでのやり方は困難なため、
「個別課題から地域課題を考える」「医療介護の専
門職と地域との交流機会」「介護支援専門員のスキ
ルアップ」を主な目的に、「自立支援に向けた地域ケ
ア会議（個別ケア会議）」を開催する。
②地域での介護予防活動
感染予防対策をしながら地域でのとしとらん塾を実
施、通いの場に来られなくなった方への安否確認、
既存団体の活動状況の確認と相談対応、介護予防
リーダーの活用方法について検討
③認知症カフェを活用した見守り体制づくり・地域と
のつながりづくり

◎

①住民主体の互いに支えあう地域づくりの推
進
地区社会福祉協議会・自治会・社会福祉法人と連
携し社会資源の開発、マッチング。昨年度より引き
続き、城の辺、千成地区においては社会福祉法人と
の連携による買い物支援等。
②見守り支援体制の構築
昨年度より佐倉地区民児協と連携し、高齢者台帳、
平常時要援護者名簿の情報や地域で何らかの見守
りが必要な高齢者を把握、情報共有の方法として地
図上に可視化する取り組みを行っている。平常時よ
り災害リスクのある高齢者の把握にもつながり、地
域、関係機関と協力し見守り機能を強化する。
③在宅・医療介護の連携推進
慢性疾患を抱えながら生活する高齢患者の顕著な
増加、在宅での見取り対応等２０２５年・２０４０年問
題を見据えた多職種連携による統合ケアの推進。
を重点目標として具体的に取り組んでいる。

◎

①自立支援に向けた個別ケア会議
１２月に予定しており、圏域内の事業所や関
係者に依頼を進めていく。
②在宅医療・介護連携事業
連携推進に対して重点的に取り組んでいる。
③介護予防
理学療法士の資格のある社会福祉士を配置
し重点的に取り組んでいる。

7
○ ▲

保健師の採用ができておらず、経験のある看
護師を配置しているため。 ○ ○ ▲

保健師を採用できず、看護師を採用している
ため。

7-1 ○ ▲
８/４日より、１名欠員となっている。

○ ○ ○

7-2
○ ▲

８/４日より、１名欠員となっている。募集して
いるが採用には至っていない。 ○ ○ ▲

職員の退職により、７／１～７／３１の間、１
名欠員となった。

8
○ ○ ○ ○ ○

9

◎

すべての職員が必要な研修に参加できるよう
研修の案内があれば全職員に回覧し、積極
的に参加するようにしている。 ◎

入職日にオリエンテーションや月１回、法人に
て行っている研修に参加している。また、県や
医療機関等が主催している研修会に参加し
ている。

◎

国や県、県社協や医療機関等の主催で開催
されるセンター業務に関連する研修や専門職
としてスキルアップに必要な研修（オンライン
研修含）には積極的に参加するようにしてい
る。

◎

県や市、関係機関や法人主催の職員研修へ
の参加をしている。

◎

研修案内があった場合は職員に周知し、包
括業務に関連する研修や法人主催の職員研
修に参加している。

9-1

◎

法人内のマニュアルが整備されており、災害
発生時には職員と連絡をとれる体制が整備さ
れている。

◎

・市が作成した事故発生要項に基づき対応す
るとともに報告書を提出している。
・包括支援センター連絡網により連絡体制を
整備している。
・個人情報・苦情マニュアルを法人で作成して
おり、マニュアル通り対応している。

◎

法人作成のマニュアルを整備している。必要
に応じて見直しを行っている。

◎

リスクアセスメント実施要領、緊急時対応マ
ニュアル、佐倉市地域包括支援センターおけ
る事故発生時の報告取り扱い要領、佐倉地
域包括支援センター緊急時連絡網により連
絡・報告体制を整備している。

◎

事故発生時の法人内のマニュアルが整備さ
れている。また、職員の連絡網を整備してお
り、災害発生時には職員と連絡を取れる体制
が整備されている。

10
○ ○ ○ ○ ○

11
○ ○ ○ ○ ○

市町村が定める運営方針の内容に沿っ
て、センターの事業計画を策定している
か。

センターの全職員が事業計画案の策定
に参画し、事業計画の進捗確認を計画
的に行っている。

事業計画の策定に当たって、市町村と協
議し、市町村から受けた指摘がある場
合、これを反映しているか。

市町村の支援・指導の内容により、逐
次、センターの業務改善が図られている
か。

佐倉（最終調整） 南部（最終調整）臼井・千代田（最終調整）センター指標 志津南部（最終調整）志津北部（最終調整）

市町村が設置する定期的な連絡会合
に、毎回、出席しているか。

連絡会合の内容について、センター職員
全員で情報共有を行っている。

市町村から、担当圏域の現状やニーズ
の把握に必要な情報の提供を受けてい
るか。

センター職員が休職、退職等により欠員
となったときには、1か月以内に代替職員
を配置できる。

市町村から、年度当初までに、センター
職員を対象とした研修計画が示されてい
るか。

センターに在籍する全ての職員に対し
て、センターまたは受託法人が、職場で
の仕事を離れての研修（Off-JT）を実施
しているか。

事故等が発生した場合には、適切な対
応ができるよう連絡・報告体制を整備し
ている。

夜間・早朝の窓口（連絡先）を設置し、窓
口を住民にパンフレットやホームページ
等で周知しているか。

平日以外の窓口（連絡先）を設置し、窓
口を住民にパンフレットやホームページ
等で周知しているか。

把握した担当圏域の現状やニーズに基
づき、センターの実情に応じた重点業務
を明らかにしているか。

市町村から配置を義務付けられている3
職種を配置しているか（※それぞれの職
種の準ずる者は含まない）。

三職種を欠員期間なく配置している。

3



佐倉（最終調整） 南部（最終調整）臼井・千代田（最終調整）センター指標 志津南部（最終調整）志津北部（最終調整）

12

◎

ＨＰ等を活用し、周知を行ったり、独自のお便
りを作成して、圏域内の医療機関等に配布し
ている。 ◎

独自に作成したパンフレットを配布している。
また、包括新聞を発行し地域で回覧や掲示の
ため配布している。 ◎

独自のパンフレットや包括通信（事業内容や
今後の予定を紹介）を作成し、住民や関係機
関に配布している。 ◎

パンフレットの他、佐倉地域包括支援セン
ター便りを年２回発行し周知を行っている。

◎

包括だよりや独自のパンフレットを作成し、普
及啓発のため地域に出向いた際に配布して
いる。法人のホームページにおいても総合相
談センターの情報を掲載するなどしている。

12-1

○

次の団体等の中から選択
☑自治会・町内会　☑民生委員
☑商店会  ☑郵便局　　☑銀行
☑警察　　☑消防 ☑地区社協
☑まちづくり団体　　☑ボランティア団体
□その他（　　　　）

○

次の団体等の中から選択
☑自治会・町内会　☑民生委員
☑商店会  ☑郵便局　　☑銀行
☑警察　　□消防  ☑地区社協
☑まちづくり団体　　☑ボランティア団体
□その他（　　　　）

○

次の団体等の中から選択
☑自治会・町内会　☑民生委員
☑商店会  ☑郵便局　　☑銀行
☑警察　　☑消防  ☑地区社協
☑まちづくり団体　　☑ボランティア団体
☑その他（医療機関、自治会の連絡協議会、
高齢者クラブ、防犯団体、等）

○

次の団体等の中から選択
☑自治会・町内会　☑民生委員
☑商店会  ☑郵便局　　☑銀行
☑警察　　☑消防  ☑地区社協
□まちづくり団体　　☑ボランティア団体
☑その他（　医療関係　　　）

○

次の団体等の中から選択
☑自治会・町内会　☑民生委員　□商店会
☑郵便局　　☑銀行　☑警察　　☑消防
☑地区社協　☑まちづくり団体　☑ボランティ
ア団体
☑その他（医療機関、高齢者クラブ）

17.0 18 15 18 18 16

95.5% 100.0% 83.3% 100.0% 100.0% 94.1%

(2)　個人情報の管理
13

○ ○

法人作成のマニュアルが整備されており、マ
ニュアルに沿って対応している。

○ ○ ○

13-1

○ ◎

個人情報保護に関する知識向上を目的とし
た勉強会を包括カンファ内で３０分程度で年１
回、法人内研修で１時間程度で年１回研修や
勉強会を行っている。

○ ○ ○

14

○ ○ ○ ○ ○

15
○ ○ ○ ○ ○

16
○ ○ ○ ○ ○

5.0 5 5 5 5 5

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

(3)　利用者満足の向上
17

○ ○

法人作成のマニュアルが整備されており、マ
ニュアルに沿って対応している。 ○ ○ ○

17-1

○ ◎

苦情があった場合には、朝礼やカンファレン
スにて共有し再発防止策を検討している。 ◎

苦情があった場合には、臨時のセンター会議
を速やかに開催し、対応方法や再発防止に
関する対策について検討し、実施している。

○ ○

17-2
○ ○

記録を作成し、市に報告するとともに包括内
においても共有している。 ○

苦情があった場合には、「苦情処理簿」に記
録している。 ○ ○

18
○ ○ ○ ○ ○

19

◎

個室ではないがパーティションにて遮断し、プ
ライバシーを確保できるスペースを整備して
いる。

◎

①相談スペース
相談室２か所とカウンターがある。
②相談室
パーテーションを使用している。
③カウンター（窓口）
仕切り版を置き、プライバシーに配慮してい
る。

◎

相談スペースをパーテーションで仕切ることで
相談者の顔が見えないようにすることと、相
談内容が漏れないように配慮している。

◎

・来所対応相談窓口の他、事務所内に個室
の相談スペースを設けている。
・相談者の人数や相談者が重なった場合に
は、事務所隣りの交流室を利用している。
・今年度より業務場所を２階、相談対応を１階
に変更している。
【変更理由】
①昨年度の地域包括支援センターのアン
ケート結果より「相談者が複数だった場合、相
談が聞こえてしまうのではないかと気になっ
た等の意見があったため。
②新型コロナ感染症対策として、地域包括支
援センター業務の継続性を確保し分散業務
に対応するため。

◎

相談スペースをパーテーションで仕切り、相
談者が来訪者から見えないように配慮してい
る。相談内容によっては個室で相談に対応で
きるように、相談室を整備している。

5.0 5 5 5 5 5

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

16.4 17 16 17 16 16

86.3% 89.5% 84.2% 89.5% 84.2% 84.2%

２　個別業務

(1)　総合相談支援
20

◎

民生委員、地域資源等をリスﾄ及びマップ化し
て管理し、必要に応じて配布している。

◎

民生委員名簿やケア会議で使用する地区社
協・自治会代表者名簿など毎年更新し、リス
トで管理把握している。地域資源は窓口にパ
ンフレットを準備している。

◎

地域ケア会議で使用する情報を毎年更新し、
リストで管理。市からの情報提供の他、独自
に地区連絡協議会などから情報を得ている。
地域資源について、内容や連絡先をリスト化
して管理。また、相談者やケアマネジャーなど
の事業者、関係者への配布用にパンフレット
等をファイリングし、窓口に準備している。

◎

・地域資源の顔見知りリストとして介護・福
祉、医療、行政、関連機関以外の地域組織、
産業・組合、学校社会教育、活動団体に分類
しまとめている。地域ケア会議や見守りネット
ワーク、認知症サポーター養成講座等におい
て連携し得た情報を追加し更新している。
・市内５地域の通いの場マップを作成し、一般
介護予防事業や自立支援ケアマネジメントに
おける社会資源として高齢者の方やケアマネ
ジャーに配布している。

○

パンフレットの配布など、センターの周知
を行っているか。

センターの周知を様々な団体等に対して
行っている。

個人情報が漏えいした場合の対応など、
市町村から指示のあった個人情報保護
のための対応を、各職員へ周知している
か。

個人情報保護に関する責任者（常勤）を
配置しているか。

個人情報の持出・開示時は、管理簿へ
の記載と確認を行っているか。

◎又は〇の平均個数／◎又は〇の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は〇の割合

市町村の方針に沿って、苦情対応体制
を整備し、苦情内容や苦情への対応策
について記録しているか。

◎又は〇の平均個数／◎又は〇の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は〇の割合

個人情報保護に関する市町村の取扱方
針に従って、センターが個人情報保護マ
ニュアル（個人情報保護方針）を整備し
ているか。

Eメールの誤送信や個人情報を記録した
文書の紛失等による個人情報が流出し
ないように、センター全職員に対して個人
情報の適正な管理に関しての研修・説明
等を行っている。

１計　◎又は〇の平均個数／◎又は〇の個数

１計　◎又は〇の平均割合／◎又は〇の割合

地域における関係機関・関係者のネット
ワークについて、構成員・連絡先・特性等
に関する情報をマップまたはリストで管理
しているか。

苦情の内容をセンター全職員で共有し、
対応方法や再発防止に関する対策に努
めている。

苦情の内容は、記録に残し、市に報告又
は情報を共有できる体制をとっている。

センターが受けた介護サービスに関する
相談について、市町村に対して報告や協
議を行う仕組みが設けられているか。

相談者のプライバシー確保に関する市町
村の方針に沿い、プライバシーが確保さ
れる環境を整備しているか。

◎又は〇の平均個数／◎又は〇の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は〇の割合

4



佐倉（最終調整） 南部（最終調整）臼井・千代田（最終調整）センター指標 志津南部（最終調整）志津北部（最終調整）

21
○ ○ ○ ○ ○

22
○ ○ ○ ○ ○

23
○ ○ ○ ○ ○

23-1
◎

エクセルにてデータを集計、地域特性の分析
をしている。 ◎

相談集計表・継続支援表をエクセルにて作成
し地区別に検索できるよう管理している。 ◎

年度毎に、地域別の相談件数と内容、相談
率等をまとめている。 ◎

月毎、地区別のデータを作成し把握してい
る。 ◎

地域別の相談件数が分かるように、字別に検
索ができるように管理をしている。

23-2

◎

【相談内容の傾向を記載】
■評価期間における全体の件数は６３５件
で、昨年同時期と比較して▲２５件。
■相談内容
全体の４５％は介護・福祉サービスである。次
いで認知症が２０％、独居が１１％と続く。
■地域特性
○独居高齢者の３割強と認知症の相談の４
割を井野地区が占めている。
○昨年同時期に比較し、ユーカリが丘の独居
高齢者の相談が２倍以上に増加しており、高
齢者率の増加と比例している。
○田園地区の小竹、青菅、先崎地域の相談
は横ばいである。 ◎

【相談内容の傾向を記載】
■全体の件数
４３２件（昨年度より２０９件減少しているがコ
ロナウイルスによる影響と考えられる。）
■相談者別の内訳
家族が２２９件　５３％で昨年度比－５％で、
ほぼ横ばい。
■相談内容
介護・福祉サービスが３４９件（全体の８１％）
昨年度の相談内容のうち、全体の７１％が介
護申請や介護保険制度に関する相談であっ
た。専門性が求められる相談が増加傾向に
なる。
■地域特性
中志津が１４１件（３３％）
相談件数がもっとも多く圏域内においる高齢
化率の高さが、うかがえる。

◎

【相談内容の傾向を記載】
■全体の件数
４２３件（４月から９月末まで）
■相談内容
一人暮らしの方、身寄りのない方、キーパー
ソンが不在の方、経済的に困窮している方、
認知症の方、本人あるいは家族が精神的な
疾患を抱えている方の相談が多い。
■地域特性
○千代田の在来地区（畔田、羽鳥等）や臼井
の臼井地区、江原・江原新田・角来などの歴
史ある地区は、家族や地縁でのつながりによ
る支援がある一方で、問題を抱えてしまうこと
もある（地域包括の周知や、早期発見のため
に民生委員との連携が重要）。
○昭和４０年代に宅地開発された地域（王子
台・稲荷台・八幡台など）では、高齢化が進行
し、一人暮らしの方について、認知症につい
て（対応や地域での見守り）の相談が多い。
地域での見守り・高齢者への理解については
自治会などの取り組み状況によって住民の
意識に差があると感じることがある。地区社
協を中心とした支えあい活動が活発になって
きており、介護保険サービスだけでは対応で
きないことについて支援を依頼できるようにな
りつつある。

◎

【相談内容の傾向を記載】
■全体の相談件数
昨年度の同時期（８月末）に比べ４１件（３６４
件→３２３件）減少しているが、専門的、継続
的支援の必要な高齢者（１６１件→１７１件）
や継続支援件数は２５５件（１１４１件→１３９
６件）増加している。相談内容は「独居」「施設
入所」「状況確認」が増え「介護・福祉」に関す
る相談は６７件（２５８件→１９１件）減少。（緊
急事態宣言が出された影響もあり４月の相談
件数の減少は顕著。相談を控え介護保険
サービス利用を見合わせた世帯も多かっ
た。）
■地区（学校区）/世帯別相談内容傾向
今年度より、地区別ケア推進会議の圏域に
合わせて小学校区毎の相談内容を集計して
いる。各小学区とも高齢化率は上昇（３３．４
４％～３８．８１％）、上代、高岡を含む白銀小
学校区の高齢化が最も進んでいるが高齢者
数に対する相談割合はほぼ同じだった。世帯
別にみると総相談数３２０件中２２７件（７０．９
３％）は独居（１０４件）高齢者世帯（８１件）独
身の子との同居世帯（４２件）だった。状況確
認を必要とする相談件数が増えていることか
ら、相談内容がより深刻化する前に安否確認
を含めた見守り支援が必要と思われる。

◎

【相談内容の傾向を記載】
■全体の傾向
相談件数は昨年度の同時期に比べ、３５件増
（２９７→３３２件）。コロナ禍において閉じこも
り傾向となり、介護・福祉サービス利用希望
の相談が増加。

■相談内容の傾向
介護・福祉制度の相談が全体の４２％と例年
一番多い。認知症の相談は１１．５％前後、
一人暮らしの相談は９％前後と、昨年より若
干件数が増えている状況。
独居・高齢者世帯の相談が多くなっており、
家族や近所との交流が希薄で、生活状況が
悪化してから相談につながるケースが多く
なっている。そのため、生活困窮や身体状況
悪化・ゴミ屋敷など複合的な課題を抱えた相
談が増えている。

24
○ ○ ○ ○ ○

24-1

◎

①難病のため就業先を失ったごみ屋敷に住
む独居女性の生活保護申請、配食等支援。
②認知症独居高齢者。別居の妻、娘は精神
疾患あり。高齢者福祉課と連携し介護保険申
請、意見書作成のため医師と同行訪問、家族
に後見制度の説明し施設入所となった。

◎

倉庫を居住地とされている方、ご家族の方に
精神疾患がある方に対し包括のみでの対応
が難しかったため、下記事業所等に支援を要
請を行った。
①倉庫を居住地とされている方に対し、障害
者福祉課、民生委員、自治会長と連携し支援
を行った。
②ご家族の方に精神疾患がある方に対し、障
害者福祉課、すけっと、きらり、暮らしサポー
トセンター、担当ケアマネと連携し支援を行っ
た。

◎

特に、身寄りのない方や、高齢者以外の課題
がある時などに、障害福祉課・社会福祉課・
児童青少年課などに支援協力の要請をして
いる。

◎

①セルフネグレクトの高齢者夫婦で金銭管理
が出来ない為、佐倉市後見センターに相談し
後見申立てに向けた支援を行った。（後見セ
ンターと一緒に司法書士と支援について相
談）
②サービス付き高齢者住宅に住む方が徘徊
しているケースで、対応について佐倉警察生
活安全課、郵便局、ぱあとなあ千葉、後見
人、ＣＭと連携し対応している。
③障碍者施設に入所している息子さんが単
身世帯で後見センター、障害者支援事業所、
ぱあとなあ千葉と連携し対応している。

◎

全盲でサービス利用のない閉じこもりの夫
と、精神疾患の疑いがある妻のケース。妻の
入院をきっかけに、高齢者福祉課・社会福祉
課・障害福祉課・社会福祉協議会（貸付や自
立支援）、病院の相談員や民生委員などに連
絡・相談し、連携しながら支援を行った。

25
○ ○

相談集計表や継続支援表を作成している。

○ ○ ○

25-1

○ ○

総合相談において、ご家族の方が、認知症の
進行など相談あった場合には同意を得て、ケ
アマネに連絡している。 ○ ○

妻からの相談。CM、障害支援事業所（アシス
ト）、保健所と連絡を取り合ってサービス利用
につなげている。 ○

10.0 10 10 10 10 10

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

(2)　権利擁護
26

○ ○ ○ ○ ○

26-1

○ ◎

ローズタウン・上志津２区自治会１００円喫茶
は年１１回、森の茶屋は年１回、京成玉野・
緑ヶ丘わくわく体操会は年５回、西志津はっ
ぴー会は年３回、民児協は年３回、うたの集
いは年２回年、出前講座を計画していたが、
新型コロナウイルスのため未実施である。
今後は、感染対策を行ったうえで、順次実施
していく予定。

◎

パンフレットの配架の他、出前講座や各種教
室で案内している。

◎

今年度の介護者教室にて開催予定。R３年３
月の介護者教室「介護する前・される前に聞
いておこう！！介護のこと」にて、成年後見制
度についても取り扱い予定。

◎

来年２月に、成年後見に関する研修会を市民
向けに開催予定としている。

26-2

○

新型コロナウイルス感染症拡大のため、定期
的会合が中止や延期になり、参加できなかっ
た。

◎

千葉ファミリーサポートと４月・７月・８月・９月
に電話で情報交換をした。

◎

市が主催する検討会、市・県社協や専門団体
（社会福祉士会等）の開催する勉強会等があ
れば積極的に参加するようにしている。
また、個別ケア会議等で成年後見制度につな
げる支援の話をすることがあり、そういった機
会を活用して、弁護士、司法書士、社協、
NPO法人等の団体の方々と情報交換をして
いる。

◎

困難ケース時に後見センターや裁判所と情報
交換を行っている。
１１/７ぱあとなあ千葉研修部会が開催予定
のZOOMミーティング研修「成年後見人として
社会福祉士に求められるもの」に包括からも
職員３名が参加予定（申し込み済み）。

◎

ぱあとなあ千葉印旛支部の情報交換会に
メールで参加した。今後は以前の担当職員か
ら引継ぎを行い、参加していく予定。

相談事例の終結条件を、市町村と共有し
ているか。

相談事例の分類方法を、市町村と共有し
ているか。

１年間の相談事例の件数を市町村に報
告しているか。

◎又は〇の平均個数／◎又は〇の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は〇の割合

成年後見制度の市町村長申し立てに関
する判断基準が、市町村から共有されて
いるか。

成年後見制度に関する普及啓発の取組
を行っている。

成年後見制度に関する関係機関との定
期的な会合や情報交換等の場に参加し
ている。

毎月の相談件数の状況や件数の推移を
把握している。

圏域内における相談内容の傾向を把握
している。

相談事例解決のために、市町村への支
援を要請し、その要請に対し市町村から
の支援があったか。

センターだけでの対応が難しい場合に
は、市への相談や支援要請を行ってい
る。

家族介護者からの相談について、相談
件数や相談内容を記録等に残して取りま
とめているか。

家族介護者からの相談について、本人
の同意を得たうえで、担当する介護支援
専門員との情報共有を行い、解決につな
げている。

5



佐倉（最終調整） 南部（最終調整）臼井・千代田（最終調整）センター指標 志津南部（最終調整）志津北部（最終調整）

26-3

○

診断書作成のための受診同行して、本人情
報シートの作成等必要に応じ行っている。

○

２件の首長申し立ての手続き中である。ソー
シャルワーカーを通じ連携を図っている。

○

診断書作成のための受診同行や、本人情報
シート作成のため、医療機関とは必要に応じ
て連絡調整を図っている。

○

医療介護連携推進事業において、佐倉・佐倉
南部圏域を中心に共通連絡票を活用し、連
絡調整を行っている。

○

医療介護共通連絡票や情報シートを用いて
医療機関と連絡調整を行っている。必要に応
じて受診同行や自宅に一緒に訪問していただ
いている。

27

○

市とセンターで作成したマニュアルを参照して
対応。
相談が入ったらすぐに、センター内で対応方
針について検討。関係者への事実確認をしな
がら、市とも協議。
関係機関とも連絡を取り合いながら、速やか
（４８時間以内）に安否確認を実施している。
訪問時には複数名で対応するようにしてい
る。

○

市とセンターで作成したマニュアルを参照して
対応。
相談が入ったらすぐに、センター内で対応方
針について検討。関係者への事実確認をしな
がら、市とも協議。
関係機関とも連絡を取り合いながら、速やか
（４８時間以内）に安否確認を実施している。
訪問時には複数名で対応するようにしてい
る。

○

市と地域包括で作成したマニュアルを参照し
て対応。
相談が入ったらすぐに、センター内で対応方
針について検討。関係者への事実確認をしな
がら、市とも協議。
関係機関とも連絡を取り合いながら、速やか
（48時間以内）に安否確認を実施している。訪
問時には必ず複数名（内１名は医療職）で対
応するようにしている。

○

市とセンターで作成したマニュアルを参照して
対応。
相談が入ったらすぐに、センター内で対応方
針について検討。関係者への事実確認をしな
がら、市とも協議。
関係機関とも連絡を取り合いながら、速やか
（４８時間以内）に安否確認を実施している。
訪問時には複数名で対応するようにしてい
る。

○

市とセンターで作成したマニュアルを参照して
対応。
相談が入ったらすぐに、センター内で対応方
針について検討。関係者への事実確認をしな
がら、市とも協議。
関係機関とも連絡を取り合いながら、速やか
（４８時間以内）に安否確認を実施している。
訪問時には複数名で対応するようにしてい
る。

27-1

○ ◎

虐待の早期発見と普及啓発のために、ロー
ズタウン・上志津２区自治会１００円喫茶は年
１１回、森の茶屋は年１回、京成玉野・緑ヶ丘
わくわく体操会は年５回、西志津はっぴー会
は年３回、民児協は年３回、うたの集いは年２
回、出前講座を計画していたが、新型コロナ
ウイルスのため未実施である。
今後は、感染対策を行ったうえで、順次実施
していく予定。

◎

地域の集まりで、高齢者虐待の防止・早期発
見について話をしている。また虐待の早期発
見を含む「高齢者の見守り」というテーマでの
出前講座を準備している。

○ ○

27-2

○ ◎

書庫に保管している。いつでも閲覧可能に
し、再確認できる体制にしている。また、法人
内研修で１時間程度で年１回研修会を行って
いる。

○ ◎

虐待マニュアルを活用して包括内でも新人研
修を行っている他、内部研修にて事例を通し
て各自の対応力アップを図っている。 ◎

ケース確認や事例検討において、包括職員
間で対応方法や流れについて振り返ること
で、虐待対応について共有している。

27-3

○

把握した場合、センター内協議の上、速やか
に報告している。

○

カナミックに記録し、市に連絡している。

○ ○

電話や訪問による市役所への速やかな報告
と月１回の書式での経過報告を実施。市と連
携が円滑に図れるようにカナミックの記録を
通して情報共有が図れるようになっている。

○

27-4
○ ○

個別ケア会議を開催し、役割分担を行って対
応している。 ○ ○

市や関係機関と役割分担を行い、支援を行っ
ている。 ○

27-5

◎

月初（毎月１０日までの間）関係者及びセン
ター職員間で、支援内容、現況の振り返りを
行っている。 ◎

カンファレスや朝礼にて報告及び意見交換を
している。また、年度末に継続ケースと終了
ケースの整理を行っている。 ◎

支援者が判断や対応に迷ったり、センターと
しての方針を確認する必要があると判断した
場合には、週１回のケース検討会議等を活用
し振り返りを行っている。

◎

年度末には、継続ケースと終了ケースについ
ての見直しを行い、整理を行っている。

◎

週１回、ケース確認や会議において、情報共
有と振り返りを行い、支援終了後も継続して
関係機関に状況を確認するなどしている。

28

○ ◎

月１回圏域内居宅介護支援事業所のケアマ
ネと交流会において情報提供や共有等の計
画していたが、コロナウイルスのため未実施
である。 ◎

「圏域事業所連絡会」などを活用し、高齢者
虐待への対応について検討する機会を設け
ている。
今年度は「自立支援に向けた個別ケア会議」
を、高齢者虐待事例も含めた事例検討の機
会としている（年間４回実施予定）。

◎

センター主催のケアマネサロンで検討する機
会を設けて実施。年間の予定に盛り込んでい
る。
ケアマネが虐待や後見申立等が必要なケー
スを早期に発見し解決できる知識を学ぶこと
を目的としてR３．２．１７にケアマネサロン（ケ
アマネ向け勉強会）を開催予定。

◎

前期はコロナ禍において開催出来なかった
が、圏域の主任CMの集まりやケアマネサロ
ンにおいて、事例検討会などの開催や今後
の開催内容・方法について検討している。

29

○ ◎

消費者被害に関する相談があった場合、消
費生活センターに連絡して助言を得たり、直
接対応を依頼するなど、連携を図っている。 ◎

消費生活センターに積極的に助言を求めるよ
うにしている。また必要時には警察へも相談
をするようにしている。 ◎

総合相談時に消費者被害と思われる場合に
は消費生活センターや警察等と連携・情報共
有を図っている。また、消費者センターや警察
から認知症の疑いがあって相談を受ける場
合もある。

◎

消費者被害に関する相談があった場合は、
消費生活センターや警察と連絡を取り合い、
対応方法を検討している。

30
○ ○ ○ ○ ○

30-1

▲

必要時に連携を取っているが定期的情報交
換はおこなっていない。

◎

毎月、消費生活センターに電話し、情報交換
を行っている。

◎

定例で参加する民児協や地域の集まりにて、
消費者被害について情報交換を行っている。
消費者被害の最新情報については消費生活
センターに確認するようにしている。

◎

今期も新人職員の挨拶も兼ねて訪問。情報
交換を行っているほか、広報誌「ゆたかな生
活」を頂くなど、動向把握に努めている。 ◎

消費生活センターと連携し情報共有や、介護
者教室にて講師を依頼し、消費者被害の近
況を確認している。

13.8 13 14 14 14 14

98.6% 92.9% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

(3)　包括的・継続的ケアマネジメント支援
31

◎
使用しているソフトの情報を活用している。各
支援事業所のケアマネが新規担当できる情
報等を常に把握している。

◎
独自の一覧を作成し、各事業所のケアマネー
ジャ数について把握している。 ◎

担当圏域・他圏域の介護支援専門員（主任
含む）の人数、氏名、連絡先等をリスト化して
いる。

◎
居宅介護事業所の介護支援専門員の人数、
基礎資格等を記載したリストを作成している。 ◎

介護支援専門員に新規案件を依頼できるか
など確認し、依頼状況がわかるように表にま
とめて職員が確認できるようにしている。

32

◎

新型コロナウイルス感染症拡大のため、４～
８月は開催できなかった。しかし、毎月定期的
に行っている圏域ケアマネの集まり（おしゃべ
りカフェ）で、出された課題などを中心に勉強
会等を今後、開催する予定としている。

◎

昨年度同様、７月帝京平成大学に講師を依
頼し事例研究会の計画していたが、新型コロ
ナウイルス感染拡大のため未実施である。
後期に事例研究会を開催予定である。

◎

地域包括や他の介護支援専門員と情報交換
の機会を持ちたいという希望が多かったた
め、今年度は圏域の居宅介護支援事業所を
グループ分けし、少人数で情報交換する機会
をつくっている。
また「自立支援に向けた個別ケア会議」を地
域資源とのネットワークづくり、スキルアップ
の場としても活用していただいている。 ◎

年間計画を作成し、希望する事業所に対し配
布している。
居宅介護支援事業所が求める研修内容を主
任介護支援専門員が配置されている事業所
に確認・相談し、内容を検討している。前年は
後見、認定調査、虐待、地域資源、家族対応
に苦慮しているケースを実施について行った
ことを鑑み、今年度は実施指導・後見虐待・
生活支援・認知症についてを予定している。
圏域の主任ケアマネ（佐倉市社会福祉協議
会、佐倉白翠園、生活クラブ風の村）に相談。
日頃からケアマネから相談される内容を勉強
会のテーマに出来るようにケアマネから聞き
取りを行っている。

◎

介護支援専門員が、どの様な事に悩んでい
るかや興味があるかを事例検討会などにお
いて聞き取り、次年度の計画の参考にしてい
る。また圏域の主任介護支援専門員から情
報収集を行い、研修会などの開催計画を提
示している。

申立が円滑に行われるよう、地域の医療
機関との診断書等の調整や連絡を行っ
ている。

センターまたは市町村が開催する高齢者
虐待防止に関する情報共有、議論及び
報告等を行う会議において、高齢者虐待
事例への対応策を検討しているか。

消費者被害に関し、センターが受けた相
談内容について、消費生活に関する相談
窓口または警察等と連携の上、対応して
いるか。

消費者被害に関する情報を、民生委員・
介護支援専門員・ホームヘルパー等へ
情報提供する取組を行っているか。

消費生活センター等との定期的な情報交
換を行い、消費者被害の動向の把握に
努めている。

◎又は〇の平均個数／◎又は〇の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は〇の割合

高齢者虐待事例及び高齢者虐待を疑わ
れる事例への対応の流れについて、市
町村と共有しているか。

高齢者虐待の防止と早期発見のための
住民への啓発を行っている。

高齢者虐待防止法、佐倉市地域包括支
援センター高齢者虐待対応マニュアルを
センター全職員が理解している。

虐待（疑い含む）を把握した場合には、記
録に残し、速やかに市に報告している。

センター職員及び関係機関と役割を分担
して、本人及び養護者に対する支援を
行っている。

虐待対応終了後、支援の振り返りをする
機会を設けている。

担当圏域における居宅介護支援事業所
のデータを把握しているか。

介護支援専門員を対象にした研修会・事
例検討会等の開催計画を策定し、年度
当初に、指定居宅介護支援事業所に示
しているか。

6



佐倉（最終調整） 南部（最終調整）臼井・千代田（最終調整）センター指標 志津南部（最終調整）志津北部（最終調整）
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◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること。】
■個別ケア会議
・５/１９　生活の方向性を検討　　　３名
・５/３１　状況共有・今後の支援　　５名
・６/２２　課題解決・生活状況共有　６名
・７/２　　課題解決・連絡調整　　　　４名
・７/２２　生活の方向性の検討　　　４名

◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
■事例検討会
７月　帝京平成大学に講師を依頼し精神疾患
のあるかたへの事例研究会を計画していた
がコロナウイスるのため未実施である。
■交流会
７月　民生委員と圏域内居宅介護支援事業
所のケアマネと交流会を計画していたがコロ
ナウイルスのため未実施である。

◎

時期、内容、参加人数等を記載すること
■自立支援に向けた地域ケア会議（個別ケア
会議）
「個別課題から地域課題を考える」「医療介護
の専門職と地域との交流機会」「介護支援専
門員のスキルアップ」を主な目的に開催。
９/８【千代田地区】参加者：２５名（医療・介護
専門職、民生委員、地区社協、支えあいサー
ビス、市職員等）

※１０月王子台地区、１１月うすい東地区、１
２月臼井地区予定。

◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
普段の関わりから、ケアマネがコロナ禍で業
務を行う上で不安を抱えていることを把握。
困っている、今後必要と思われること等の率
直な意見等を電話にて聞き取りを行った。
業務に対する不安を解消し、ケアマネが安心
して支援が行えるように必要な情報提供等を
行った。
アンケートで居宅介護事業所から希望があっ
た自宅で行える体操のチラシを作成し圏域事
業所に配布。
Ｒ２．９．１８南部地域包括支援センターと合
同にて「実地指導について」の研修を開催。１
０/１４・１１/１８・２/１７にケアマネサロン（ケ
アマネ向け勉強会）を開催予定。
ケアマジャーから相談があったケースに対し
て地域ケア会議の開催を支援。Ｒ２．７．７に
７人、Ｒ２．８．２１に８人、Ｒ２．９．９に７人、Ｒ
２．４．７に６人

◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
■個別ケア会議
・７/８　９人　（今後の支援について）
・７/16　４人（地域での見守り体制の構築）
・８/27　８人（今後の支援について）
■地域ケア会議
・９/15　９人
　山王地区地域ケア推進会議
■ケアマネ研修
・８/20　佐倉・南部地域合同　医療・介護連
携会議勉強会・意見交換会　25人

34

◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
毎月第３週目の平日に医療・介護サービス事
業所等の関係者と圏域ＣＭ８名ほどで、意見
交換の機会を設けている。

◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
７月民生委員と圏域内居宅介護支援事業所
のケアマネと班別交流会を計画していたが未
実施である。２月介護予防プラン作成につい
て研修会を計画している。

◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
地区別ケア会議、事業所連絡会、インフォー
マルサービスとの交流会（９月実施予定）等を
開催している。

◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
佐倉・南部地域医療介護連携（さきいか）を定
期的(Ｒ２　７/１４、８/６、８/１２、９/４)に開
催。（内容）共通連絡票の活用や地域連携に
ついて

◎

【時期、内容、参加人数等を記載すること】
・８/２０　佐倉南部地域医療介護連携の勉強
会・意見交換会（会場およびZOOM） ２５人
・９/１８　佐倉・南部包括ケアマネ合同勉強
会・意見交換会　１７人（実地指導について）

34-1

○

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
新型コロナウイルス感染症拡大のため開催
できなかった。
計画では、定期開催の勉強会の中で介護事
業所との事例検討会を１０名ほどで開催予定
としていた。
今後の開催は未定。

◎

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
事例検討会において、ういず・ユー支え愛志
津、エクセレントケア志津、くつろぎの里、ケア
プランなのはな佐倉、コミュニケア２４、ファー
ストステージ、ゆたか苑、あずみ苑井野、志津
ユーカリ苑、シルバーエース、四季の家、ドル
チェ、ママメイト、ユーカリが丘居宅介護支援
事業所、ユーカリのまち、白翠園、風の村、佐
倉市社会福祉協議会、はちす苑、ひまわり王
子台、さくらの丘王子台倶楽部、ばいす、アン
サンブル

◎

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
今年度は「自立支援に向けた地域ケア会議」
を活用することで関係機関等との意見・情報
交換の場としている。
また、介護支援専門員から情報交換をしたい
という意見は毎回聞かれているので、今年度
は密にならないよう圏域の居宅介護支援事
業所をグループ分けし、個別ケア会議の打ち
合わせの機会を活用して、情報交換の場とし
ている。
（参画した介護事業所は３４-２に記述）

◎

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
Ｒ３．２．１７　ケアマネサロンにて後見・虐待
の事例検討を開催予定。
（参画した介護事業所は３４－２に記述）

◎

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
１２月に行う自立支援に向けた個別会議の開
催に向けて、事業所に参加を依頼する予定。
また、事例検討会開催に向けて、どのような
形で行えるか関係機関と連絡を取り合ってい
る。

34-2

○

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
新型コロナウイルス感染症拡大のため開催
できなかった。昨年の在宅での看取りの勉強
会に続き、訪問看護事業所との勉強会を開
催予定していた。今後の開催は未定。

◎

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
交流会において、ういず・ユー支え愛志津、エ
クセレントケア志津、くつろぎの里、ケアプラン
なのはな佐倉、コミュニケア２４、ファーストス
テージ、ゆたか苑

◎

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
自立支援に向けた個別ケア会議（既述）。
「個別課題から地域課題を考える」「医療介護
の専門職と地域との交流機会」「介護支援専
門員のスキルアップ」を主な目的にしている。
（居宅）アンサンブル染井野ケアサービス、ケ
アプランモアナ、ばいすケア、ほっとケア和、
ケアステーションひまわり王子台、ケアプラン
ポケット、ケアスタッフ佐倉、ケアプランセン
ターさくらの丘「王子台倶楽部」（訪問介護）ケ
アステーションひまわり王子台（福祉用具）パ
ラメディカル株式会社佐倉営業所

◎

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
Ｒ２．８．１２「佐倉南部地域医療介護連携第
２回勉強会」コロナ禍における在宅医療の現
場から感染予防と対策について」、医療・介護
連携共通連絡票の利用について」　佐倉白翠
園、風の村、はちす苑、さくら苑、ソルシアス
佐倉、そよ風

◎

【参画した介護事業所及び内容を記載するこ
と】
圏域の主任介護支援専門員から情報収集を
行い、勉強会などの開催の計画をしている。
昨年度開催していた事業所連絡会（デイや
ショート、ヘルパー）の開催支援については継
続して検討していく。

35

◎

緊急事態宣言明けて３回（７/１３、８/２６、９/
２３）感染予防対策について出前講座を開
催。

◎

介護保険制度について、５月・６月地区社協
主催の森の茶屋、７月民生委員との交流会
において、出前講座を計画していたがコロナ
ウイルスにより未実施である。
今後は、感染対策を行った上で開催予定。

◎

地域包括支援センターについて紹介する機
会をもらった時には、介護予防や自立支援に
ついての内容を説明している。
民生委員や地区社協に対しては、個別ケア
会議を通じて、介護支援専門員の業務や介
護予防・自立支援の考え方を学んでいただく
機会としている。

◎

アンケートを取り要望のあった運動カレンダー
を作成し、圏域の居宅介護支援事業所に配
布。利用者だけでなく家族にも配布して頂け
るようにケアマネに依頼。 ◎

地域に向けて出前講座などを企画しており、
コロナ禍で前期はあまり開催出来ていなかっ
たが、少しずつわくわく体操会やサロンが再
開され、出前講座も人数制限や内容を検討し
ながら開催している。

36
○ ○ ○ ○

介護支援専門からの相談内容を分類し、リス
トを作成している。 ○

36-1

◎

月に平均２～３件の困難事例に対応。利用者
自身の身勝手な行動に対するものや家族と
の関係性の問題など、ケアマネから話を聞い
たり、同行するなどの場を設けている。 ◎

カナミック及び相談集計表にて分類し把握し
ている。今年度は、１７件相談があり６件が困
難事例に対する助言や、必要に応じ同行訪
問を行っている。 ◎

要介護の方を担当している介護支援専門員
に対して、９月末までで１８件の困難事例に対
して一緒に対応をしている。
地域包括の事務所で相談を受けるだけでは
なく、状況確認のため必要があれば同行訪問
を実施している。必要に応じて個別ケア会議
の開催を提案・支援するなどしている。

◎

圏域の居宅介護支援事業所に電話にてアン
ケートを実施。ケアマネに対して悩みの有無
を確認し、必要な支援を行っている。日頃か
ら相談しやすい環境作りに配慮している。ま
た、個別地域ケア会議の開催支援が行える
様にしている。

◎

介護支援専門員から困難事例について相談
があった場合に、同行訪問や状況確認を行
い支援方法を検討している。必要に応じて個
別ケア会議を開催し、その後のモニタリングも
行っている。

9.0 9 9 9 9 9

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

(4)　地域ケア会議
37

○ ○ ○ ○ ○

38
○

今年度は、２つの地域で地域ケア推進会議を
開催する計画を策定し、周知した。 ○

参加職員と事前に会議を行い、会議目標を立
ている。また、センター内での把握は、ケア会
議後に報告行っている。

○ ○ ○

介護支援専門員が円滑に業務を行うこと
ができるよう、地域住民に対して介護予
防・自立支援に関する意識の共有を図る
ための出前講座等を開催しているか。

介護支援専門員から受けた相談事例の
内容を整理・分類した上で、経年的に件
数を把握しているか。

困難事例に対応する介護支援専門員に
対して、指導・助言の場を設けている。

◎又は〇の平均個数／◎又は〇の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は〇の割合

地域ケア会議が発揮すべき機能、構成
員、スケジュール等を盛り込んだ開催計
画が市町村から示されているか。

介護支援専門員に対するアンケート・意
見収集等についての市町村からの情報
提供や、市町村による研修会の内容等を
踏まえ、地域の介護支援専門員のニー
ズや課題に基づく事例検討会や、個別事
例を検討する地域ケア会議等を開催して
いるか。

担当圏域の介護支援専門員のニーズに
基づいて、多様な関係機関・関係者との
意見交換の場を設けているか。

介護事業所とセンターの合同の事例検
討会の開催または開催支援を行ってい
る。

介護事業所とセンターの合同の講演会・
勉強会等の開催または開催支援を行っ
ている。

センター主催の地域ケア会議の運営方
針を、センター職員・会議参加者・地域の
関係機関に対して周知しているか。

7



佐倉（最終調整） 南部（最終調整）臼井・千代田（最終調整）センター指標 志津南部（最終調整）志津北部（最終調整）
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○

【検討事例数、出席した関係者、主な検討内
容を記載】
■検討事例数　５件
■関係者
ケアマネ、民生委員、社会福祉課
■内容
情報共有、役割分担

○

【検討事例数、出席した関係者、主な検討内
容を記載】
■検討事例数
２事例
■出席した関係者
高齢者福祉課の方や障害者福祉課
■内容
情報共有と役割分担を行った。 ○

検討事例数、出席した関係者、主な検討内容
を記載
■検討事例数　５件（５・６・７月各１件、９月２
件）
■出席した主な関係者
医師などの医療関係者、介護関係者、障害
関係機関、市関係各課、社協、民生委員、支
えあいサービス団体、地域住民、等
■主な検討内容
高齢者と精神疾患を抱える家族への支援・関
係機関調整、家族間調整・後見人との関係の
調整、心身の機能低下・住環境が悪化してい
る方の支援方針について、自立支援について
のケア会議（２件）

○

【検討事例数、出席した関係者、主な検討内
容を記載】
■検討事例数
計４件
■出席者
家族、サービス事業所、CM、後見人、高齢者
福祉課、障がい福祉課
■内容
金銭管理、後見、生活支援、今後の方向性に
ついて

○

【検討事例数、出席した関係者、主な検討内
容を記載】
■事例検討数
３件。
■出席した主な関係者
市職員・民生委員・サービス事業所・障害相
談支援専門員・地域の方など。
■内容
今後の支援方法や地域での見守り体制につ
いて。

40

○

【検討事例数、出席した関係者、主な検討内
容を記載】
市主催の「介護予防のための地域ケア個別
会議」に出席。
令和２年度介護予防のための地域ケア個別
会議運営マニュアル（案）に沿って検討中。
市の指針に沿って開催予定。

○

【検討事例数、出席した関係者、主な検討内
容を記載】
市主催の「介護予防のための地域ケア個別
会議」に出席。令和２年度介護予防のための
地域ケア個別会議運営マニュアル（案）に
沿って検討中。
市の指針に沿って開催予定。
事業計画では、主任ケアマネと医療職と協働
で交流会を計画していたが、コロナウイルス
のため未実施である。

◎

【検討事例数、出席した関係者、主な検討内
容を記載】
市主催の介護予防のための地域ケア会議に
参加している他、センターが企画実行してい
る「自立支援に向けた個別ケア会議」を開催
中（地区社協圏域単位、年４回予定）
上記ケア会議を開催する時には、該当圏域
の事業所を中心に参加を依頼。また医療・介
護の専門職だけではなく、地域住民として民
生委員、地区社協、支えあいサービスの方に
も参加をお願いしている。
「顔の見える関係づくり→ネットワークづくり」
を狙い、介護保険サービスでの対応だけでは
なく、地域の方による見守り・支えあいサービ
スでの支援、圏域内事業所にも「地域の事業
所として何ができるのか」を考えていただく機
会にしている。多職種連携による高齢者を支
える体制づくり、個別課題から地域課題を考
えることで自立支援・重度化防止についての
対応策を考える機会としている。

○

【検討事例数、出席した関係者、主な検討内
容を記載】
市主催の「介護予防のための地域ケア個別
会議」に出席。令和２年度介護予防のための
地域ケア個別会議運営マニュアル（案）に
沿って検討中。市の指針に沿って開催予定。
自立支援・重度化防止にあたっては、服薬管
理の観点から重複投薬や自己管理に課題が
ある高齢者を対象に（１２月・３月）実施予定。

◎

【検討事例数、出席した関係者、主な検討内
容を記載】
市主催の「介護予防のための地域ケア個別
会議」に出席している他、センターが企画した
自立支援に向けた個別ケア会議「ナンブを知
る会」を１２月に開催予定。
地域資源の情報を幅広く様々な方に知ってい
ただき、自立支援につなげていけるよう、圏域
の介護支援専門員やサービス事業所、支え
あいサービス事業所（地区社協）に声をか
け、実施する予定としている。

41

○ ○

専門職によるケア会議のため書面による同意
は得ていないが、会議冒頭に個人情報につ
いて他言しないよう周知している。 ○ ○ ○

42

◎

会議終了後、速やかに課題や検討事項をま
とめ、５日以内に参加者へ議事録を郵送する
体制は維持している。但し、コロナ禍により会
議の開催は見送っている。

◎

参加者に対して、報告書を配布している。ま
た、当日欠席だった方に対しても報告書を配
布している。 ◎

今年度は個別ケア会議のみの開催のため、
個人情報に関することが多いので全員配布
はしていない。事例提供してくれた介護支援
専門員とは情報の共有を行い、その後の経
過を確認するようにしている。

◎

地域ケア会議（協議体）の場で、意見などを
板書して参加者で共有した上、後日役員会で
配布。 ◎

会議の内容や課題について議事録を作成し、
参加者に送付している。また、会議内容を包
括内で共有し、参加できなかった方にも資料
を送付している。

43
○ ○ ○ ○

定期的に電話や訪問によるモニタリングを実
施している他、居宅介護支援事業所との連携
も図っている。

○

44

◎

【過去に実施した地域と主な検討内容を記
載】
５月に上座地区、７月に小竹地区において地
域ケア推進会議の実施予定であったが、新
型コロナウイルス感染症拡大のため開催出
来なかった。
今年度後期にむけて開催予定とする。

◎

【過去に実施した地域と主な検討内容を記
載】
移動支援について検討することとなり、昨年
度は、７月・８月・９月・１１月・２月に実施し
た。　今年度も移動支援立ち上げに関して、６
月・１１月・２月と計画していたが、コロナウイ
ルス感染拡大により未実施である。９月に２
日間に分け実施した。

◎

【過去に実施した地域と主な検討内容を記
載】
■地域に共通した課題として
・後見制度を利用する方が少しずつ増えてい
る中で、後見人と家族、サービス事業所との
役割分担がうまくいかず、調整が必要な事例
がある。
・一人暮らしの方の増加。心身の機能低下あ
る方を支える方法について。
■生谷（光団地）、臼井台
・急坂のある地域。身体機能が低下した時
に、そこに住む方の外出方法について。
■千代田在来地区
・一人暮らし。隣近所や親戚づきあいのある
地域。介護保険サービスを利用していない・
利用しなくなる方で、近隣と付き合いがない方
の地域での見守り方法について。

◎

【過去に実施した地域と主な検討内容を記
載】
佐倉地区民児協、地域の輪とで立ち上げた
協議体で、昨年度に引き続き「地域で気にな
る人」の見守りと支援に必要な連携につい
て、検討を重ねている。

◎

【過去に実施した地域と主な検討内容を記
載】
急激に高齢化が進んでいる地区に対し、地域
での居場所や子供達との交流目的とした場
づくりについて、検討している。今年度は地域
ケア会議の開催が計画的にできていないが、
山王地区でニーズ調査を行い、課題の検討
を行う予定となっている。

45

◎

月間報告書の他に、ケア会議の資料を提出
している。

◎

月次報告時に指定様式以外の報告書及びア
ンケート集計を提出している。

◎

月間報告書に加えて、自立支援に向けた個
別ケア会議や地区別ケア会議（今年度未実
施）については、参加者名簿等の関連資料を
提出している。

◎

地域ケア会議（協議体）開催月は、月次活動
報告提出時に、関連の議事録を市に報告し
ている。 ◎

地域ケア会議の詳細内容をまとめ、提出して
いる。

46-1

◎

ケア会議での結果や会議後に毎回、行って
いる。アンケート結果についても関係者に報
告しているが、今年度は新型コロナウイルス
感染拡大のため実施できなかった。 ◎

令和２年８月末までは新型コロナウイルス感
染拡大のため実施できなかったが、９月に２
回分けケア会議を実施した。会議終了後、お
礼状及び報告書、アンケート集計を配布して
いる。また、当日欠席された方に対しても報告
書を配布している。

◎

自立支援に向けた地域ケア会議について、
個人情報の取り扱いもあるため文書としては
お渡ししていないが、口頭にて民児協定例会
などを活用して報告している。 ◎

地域ケア会議（協議体）や、事前事後の打ち
合わせの場で出た意見などまとめ、地域の輪
と民児協役員会で伝達。

◎

報告書を作成し、参加者にはお礼文と共に報
告書を送付している。参加出来なかった方に
も資料や報告書を送付している。
実施したアンケートを基に、次回の開催内容
を検討し住民に周知している。

センター主催の地域ケア会議において、
地域課題に関して検討しているか。

センター主催の地域ケア会議における検
討事項をまとめたものを、市町村に報告
しているか。

センター主催の地域ケア会議の検討内
容をとりまとめて、住民や関係者向けに
周知しているか。

センター主催の地域ケア会議において、
個別事例について検討しているか。

センター主催の地域ケア会議において、
多職種と連携して、自立支援・重度化防
止等に資する観点から個別事例の検討
を行い、対応策を講じているか。

市町村から示された地域ケア会議におけ
る個人情報の取扱方針に基づき、セン
ターが主催する地域ケア会議で対応して
いるか。

センター主催の地域ケア会議において、
議事録や検討事項をまとめ、参加者間で
共有しているか。

地域ケア会議で検討した個別事例につ
いて、その後の変化等をモニタリングして
いるか。

8



佐倉（最終調整） 南部（最終調整）臼井・千代田（最終調整）センター指標 志津南部（最終調整）志津北部（最終調整）
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○

【地域課題を解決するための方策を市に提言
した内容があれば記載】
市に提言した内容はない。

◎

【地域課題を解決するための方策を市に提言
した内容があれば記載】
移動支援と介護予防に対する課題がある。
①移動支援
使用する車両の保険に関して、市の担当者よ
り頂いた情報を住民に伝達及び調整を行っ
た。

②介護予防
市の担当者に繋ぎ住民と調整を行った。
その他、コロナ禍において、運動の場を再開
する団体に対して市の担当者と協働で感染
予防に関する出前講座を実施した。

◎

【地域課題を解決するための方策を市に提言
した内容があれば記載】
・親族と後見人等の役割分担がうまくできず
に、親族の負担が変わらなかったり、親族間
でのトラブルになることがある。後見人と関係
機関との連携がうまくいくよう、相互理解を深
める機会が必要。また、市民への後見制度の
普及啓発も必要。
・高齢者と精神疾患のある子が住む世帯へ
の支援。関係機関の円滑な連携のためケア
会議等をそれぞれの機関が積極的に開催す
る必要がある。
・一人暮らしの方を見守る体制づくり。①個別
ケア会議を活用した体制づくり。②地域ケア
推進会議を活用し、町内会や各種団体に見
守り協力等について働きかける。③既存の協
力団体との連携。
・高齢者の外出支援。地区社協や社会福祉
法人などの地域密着した団体との課題共有・
解決方法の模索。住民からは「私たちでもで
きることは協力したいが、解決困難な部分（車
両や交通手段の確保等）は、市の支援してほ
しい」との要望あり。

○

【地域課題を解決するための方策を市に提言
した内容があれば記載】
個別地域ケア会議は開催しているが、地域課
題に関する提言はしていない。

◎

【地域課題を解決するための方策を市に提言
した内容があれば記載】
・コロナ禍において介護している家族の緊急
時の体制づくり。
・高齢者と障害の子の家庭など複数課題をも
つ家庭に対する支援方法。高齢者福祉課・障
害福祉課・社会福祉課など他機関・他部署で
の連携強化。

11.0 11 11 11 11 11

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

(5)　介護予防ケアマネジメント・指定介護予防支援
48

○ ◎

毎月第１・第３月曜日１６時から、１時間程
度、ケ包括職員を対象に、介護予防ケアプラ
ンの勉強会を行っている。
また、毎月第３金曜日１６時から圏域内の居
宅介護支援事業所のケアマネを対象に勉強
会を計画していたが、コロナウイルスのため
未実施である。今後は感染対策を行ったうえ
で、実施予定。

◎

自立支援に向けた個別ケア会議を開催する
前に、センター職員、圏域の居宅介護支援事
業所に集まってもらい、「自立支援・重度化防
止」に資するケアマネジメント（基本方針）につ
いて説明する機会を設けている。 ◎

２０２０/１１/１８に生活コーディネーターから
地域支援等についての勉強会（ケアマネ）を
開催予定。個別で生活支援が必要な事例に
対して生活コーディネーターと相談し、地域住
民と連携を図り支援体制を構築している。 ○

49

◎

地域の支え合い事業は、コロナの影響で休止
状態になるところが多く、プランに位置づけで
きない場面もあった。必要に応じ、中止になっ
ていない事業を位置付けるよう意識した。

◎

配食サービスや地区社協やシルバー人材セ
ンターで行っている有償サービスを位置づけ
ている。 ◎

民生委員、地区社協やボランティアグループ
等の地域団体、配食サービス事業所等の多
様な地域の社会資源を活用することを心掛け
ている。

◎

ケアマネからの希望を受け、自宅でできる運
動カレンダーを作成し居宅介護支援事業所に
配布。ケアマネから本人のみでなく家族にも
利用して貰えるように声掛けを依頼した。

◎

地区社協が行う支えあいサービスや移動支
援、民間の配食サービスやともいきなどを
サービス計画書に記載している。

50

◎

個別相談では、わくわく手帳や私らしくを生き
る生活手帳を必要に応じ配布している。地域
の講座でも配布予定だったが、新型コロナウ
イルス感染症拡大のため講座が開催されな
かった。
今後は、感染症対策を講じた上で、講座が開
催される予定である。

◎

わくわく生活手帳やふるさと体操パンフレット
を配布している。

◎

としとらん塾で市作成の「わくわく生活手帳」を
積極的に活用するようにしている。
「わたしらしく生きるを支える手帳」も来客者や
地域の集まりにて案内するようにしている。

◎

わくわく生活手帳、ふるさと体操パンフレット、
ふるさと体操カードを活用しとしとらん塾等で
案内している。
今年度は出前講座を行っておらず、周知活動
は出来なかったが、総合相談においてケアパ
ス（認知症にやさいいまち　ふるさと佐倉をめ
ざして）わたしらしく生きるを支える手帳を活
用している。

◎

医療介護連携票やわくわく生活手帳やわたし
らしく生きる手帳、佐倉ふるさと体操パンフ
レットやスタンプカードを活用している。

51

○ ○ ○ ○ ○

51-1
○ ○ ○ ○

依頼先一覧表を作成し、偏りがないように注
意している。 ○

52

○

ケアマネ担当一覧表を作成し、委託間の偏り
が出ないように配慮している。

○

サービス利用希望があった際、独自の一覧
表に記入し把握するとともに委託先も記載し
てる。契約後は個別ファイルを作成し管理し
ている。 ○

直営・委託利用者の介護認定情報、実績の
有無、評価・計画表の提出（更新）時期などを
管理するために、「件数報告書」というシート
を作成し、運用している。また、紙ベースでも
委託契約した利用者、サービス開始時期・終
了時期等を把握するようにしている。

○

台帳を作成し、書類が整っているかを確認し
必要時には提出を依頼している。

○

ケアマネ担当一覧表を作成し委託間の偏り
が出ないように配慮している。

6.0 6 6 6 6 6

100.0% 100% 100% 100% 100% 100%

25.2 24 25 26 25 26

81.3% 77.4% 80.6% 83.9% 80.6% 83.9%

３　事業間連携（社会保障充実分事業）
53

▲

医療関係者との合同事例会の企画、検討に
至らず、実施されなかった。

○

東邦大学医療センター主催で開催された、若
年性認知症の研修会に参加者として参加し
た。

◎

自立支援に向けた個別ケア会議に、看護師、
リハビリ専門職、薬剤師、医師（予定）にも参
加してもらっており、そこで事例検討を実施し
ている。
また下記勉強会にて事例検討を実施。
※コロナにより、当初予定していた宍戸内科
医院との事例検討会は休止中。

◎

前期は新型コロナウイルス感染拡大のため
実施できなかったが、佐倉・南部地域医療介
護連携事例検討会「コロナ禍で面会出来ない
状況での退院支援について（仮）」（１１月）を
企画し、実施予定。

◎

前期は新型コロナウイルス感染拡大のため
実施できなかったが、佐倉・南部地域医療介
護連携事例検討会「コロナ禍で面会出来ない
状況での退院支援について（仮）」（１１月）を
企画し、実施予定。

複数の個別事例から地域課題を明らか
にしているか。

◎又は〇の平均個数／◎又は〇の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は〇の割合

◎又は〇の平均個数／◎又は〇の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は〇の割合

２計　◎又は〇の平均個数／◎又は〇の個数

２計　◎又は〇の平均割合／◎又は〇の割合

医療関係者と合同の事例検討会に参加
しているか。

自立支援・重度化防止等に資するケアマ
ネジメントに関し、市町村から示された基
本方針を、センター職員及び委託先の居
宅介護支援事業所に周知しているか。

介護予防ケアマネジメント・介護予防支
援のケアプランにおいて、保険給付や介
護予防・生活支援サービス事業以外の
多様な地域の社会資源を位置づけたこと
があるか。

利用者のセルフマネジメントを推進する
ため、市町村から示された支援の手法を
活用しているか。

介護予防ケアマネジメント・介護予防支
援を委託する際の事業所選定の公平
性・中立性確保のための指針が市町村
から示されているか。

個別支援にあたり、特定の事業所または
サービスに偏らないように配慮している。

介護予防ケアマネジメント・介護予防支
援を委託した場合は、台帳への記録及び
進行管理を行っているか。

9
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54

○

８月に佐倉・南部圏域で行われた勉強会にオ
ンラインで参加者として参加した。

◎

事業計画では、主任ケアマネと医療職と協働
で年２回、病院のソーシャルワーカー・訪問看
護・薬剤師など医療関係と圏域内の居宅介
護支援事業所のケアマネとの交流会を計画
していたが、コロナウイルスのため未実施で
ある。
今後は感染対策を行ったうえで、実施予定。

◎

【参加した主な講演会・勉強会】
８/２０　佐倉・南部地域医療介護連携勉強会
９/８　　初期集中支援チーム勉強会
９/１７　若年性認知症の人を対象とした認知
症カフェの講演会
自立支援に向けた個別ケア会議に医療関係
者も参加。会議の中で、医療関係者と、介護
関係者や地域住民の顔のみえる関係づくり、
お互いの仕事についての理解をする学びの
機会として活用している。

◎

７/１４佐倉・南部地域医療介護連携会議　参
加者（佐倉中央病院、さくら風の村訪問診療
所、みつば脳神経クリニック、佐倉厚生園、佐
倉・南部地域包括支援センター）
８/２０佐倉・南部地域医療介護連携第２回勉
強会・意見交換会実施。佐倉風の村訪問診
療所三嶋先生より「コロナ禍における在宅医
療の現場から　感染予防と対応について」参
加者25名

◎

佐倉・南部圏域において在宅医療・介護連携
会議を開催し、コロナ禍における医療の現場
について８月に勉強会を開催した。

55
○ ○ ○ ○ ○

55-1

◎

①地域の医療と介護の連携に関する課題を
記載
・外来受診時の情報提供と共有
・ケアマネから医療への連携が難しい。

②解決に向けた取組内容を記載
介護連携共通連絡票、生活状況問診票の普
及と活用。包括独自のポスターを作成、医療
機関に配布。

◎

①地域の医療と介護の連携に関する課題を
記載
医院等において相談先がわからない。
ケアマネから医療との連携が難しい。
　
②解決に向けた取組内容を記載
医療機関に包括の業務案内を行った。
ケアマネに同行しカンファレンスへの参加や
退院後に訪問を行った。

◎

①地域の医療と介護の連携に関する課題を
記載
市内の病院・圏域内の診療所と、連携は取り
やすくなっている。介護支援専門員や介護施
設（通所・短期入所・入所等）との連携や相互
理解が深まるような取り組みが必要。
診療所には、包括や介護の業務について理
解をしていただくように心がけている。

②解決に向けた取組内容を記載
圏域内の診療所に包括のことをもっと理解し
ていただくことと、気軽に相談できる体制をつ
くること、合同の研修会などの開催も視野に
毎年挨拶回りに行くことにしている。
今年度は医療・介護連携共通連絡票と生活
状況問診票の配布の時にも地域包括のＰＲ
に努めた。
受診同行や照会などで、日ごろから顔を合わ
せる機会をつくることが重要と考えている。

◎

平成３０年度より佐倉・南部圏域合同で在宅
医療・介護連携地域ケア会議を開催（１２
回）。抽出した課題を検討する場として多職種
連携による佐倉・南部地域医療介護連携会
議を開催している。
①地域の医療と介護の連携に関する課題を
記載
・外来受診時の情報提供・共有
・多職種連携における顔の見える関係つくり
・看取り対応力の向上
・在宅医療(看取り）に関する市民への啓発

②解決に向けた取組内容を記載
・介護連携共通連絡票、生活状況問診票の
活用
・多職種による事例検討会や勉強会の開催
・看取りについての講演、意見交換会の開催

◎

①地域の医療と介護の連携に関する課題を
記載
ケアマネから病院や医師に対してどこまで連
携がとれるのか、どのタイミングで連絡すれ
ばよいのか、どのような手段で連絡してよい
かなど、介護と医療の間の垣根が高いといっ
た意見があった。

②解決に向けた取組内容を記載
昨年から佐倉・南部地域でモデル実施してい
た医療介護連携票を８月から市内の医療機
関で本格運用を始め、各圏域の医療機関に
連携票と包括の説明に回った。また佐倉包括
と協力し、数ヶ月毎に医療介護連携会議を開
催し、勉強会の開催も計画している。

56

○ ○

チーム員会議翌日の朝礼にて報告を行い共
有を図っている。 ○ ○

対象者として終了後も介護者教室・オレンジ
カフェ等に参加してもらい情報共有を図って
いる。

○

56-1

◎

初期集中支援チーム員会議にて医師と情報
共有したり、認知症サポート医とその対応方
法など検討している。 ◎

チーム員会議は、５月はweb会議にて開催
し、以降は対面での会議を実施し、助言を受
けている。認知症疾患センターである、東邦
大学病院のＳＷを通じサポート医へ繋げてい
る。

◎

月１回のチーム員会議は参加人数を少なくす
ることで、医療機関での開催を継続している。
会議以外でも必要に応じて個別相談もできる
関係性がつくられている。

◎

感染予防の観点から対面による会議が困難
な状況にあっても電話による対応を検討。サ
ポート医と月１回は行っている。 ◎

毎月、初期集中支援チーム会議を開催し、支
援方法や今後の課題について検討している。
会議以外にも、定期的に電話やメールで連絡
を取り、情報共有しながら連携している。

56-2

◎

【認知症への地域の取組を記載】

新型コロナウイルス感染拡大のため訪問は
できなかったが、地域の代表者に電話にて状
況確認することはできた。また市からのチラシ
を代表者に配布した。

◎

【認知症への地域の取組を記載】
地区社協や自治会、金融機関など訪問し、認
知症に関する啓発活動や認知症サポーター
養成講座も実施している。また、１２月１９日
に上志津原地区にて声かけ訓練開催に向け
た調整も行っている。

◎

【認知症への地域の取組を記載】
■地域ケア会議
今年度は個別ケア会議を中心に開催。参加
者は地区社協圏域毎に圏域のCM・介護事業
所・地区社協・民生委員等。実際に担当地区
居住の認知症高齢者の事例を使い、地域課
題及び課題に対する資源・施策の提案・意見
交換を行う内容。
（※前期はコロナのため未実施だが、これま
での地区別会議で抽出された地域課題、認
知症地域支援推進員及び生活支援コーエ
ディネーターが個別で把握した地域課題・資
源情報をケア会議に盛り込めるように工夫し
ている。
■認知症初期集中支援チームとの連携
対象者の訪問に認知症地域支援推進員も同
行（チーム員と兼務）し、当事者・家族へ認知
症カフェや介護者教室、地域資源の情報提
供を行っている。
※自治会で開催される会議や出前講座等が
感染症拡大防止により中止や参加者制限が
かかっている為、個別訪問時の情報提供や
民生委員、近隣住民等との関わり、情報提供
に力を入れるようにしている。

◎

【認知症への地域の取組を記載 】
①民生委員や地域住民にオレンジカフェの目
的について話をした。
②個人情報の取り扱いに注意をしながら、民
間の配食サービスに 対応についての情報提
供・共有を行い対応を行っている。
③就労についてワークショップかぶらきに相
談し、共に若年性認知症のある方への支援
について話し合っている。

◎

【認知症への地域の取組を記載】
コロナ禍において地域に出向くことが出来て
いないが、総合相談の関わりの中で民生委
員や自治会に対して情報共有したり、個別地
域ケア会議において対応方法を一緒に検討
したりしている。
また、声掛け訓練の実施に向けて自治会と話
をしていたが、開催出来ていない。今後どの
ように開催していくか引き続き検討している。

認知症高齢者が住み慣れた地域で自分
らしく暮らし続ける環境を整備するため、
医療・介護関係者だけでなく、自治会・町
内会・民間サービス等にも啓発を行い、
共に支える取組を行っている。

医療関係者と合同の講演会・勉強会等
に参加しているか。

在宅医療・介護連携推進事業における
相談窓口に対し、相談を行っているか。

地域の医療と介護の連携における課題
を市と共有し、医療と介護のネットワーク
づくりに取組んでいる。

認知症初期集中支援チームと訪問支援
対象者に関する情報共有を図っている
か。

認知症高齢者やその家族等の対応につ
いて、認知症サポート医と共に対応方針
を検討する場を設けている。

10
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56-3

◎

■認知症カフェ
緊急事態宣言が解除された後、６月より再
開。家族や参加者からのアンケートを参考に
しながら実施。

■介護者教室
参加者が福祉用具の扱い方など体験し有意
義だった。

◎

■認知症カフェ
ボランティアを依頼する場合、地域で活動さ
れている方に依頼している。

■介護者教室
終了時にアンケートを実施し評価や今後開催
してほしい内容を聞き取っている。

◎

■認知症カフェ
使用会場に制限がある為、屋外又は使用許
可が出ている一部スペースを活用し、カフェを
開催。介護予防リーダーの他、地域のボラン
ティア（認知症サポーター受講者等）の運営
協力を人数制限、協力内容の見直しを行いな
がらカフェを継続している。
参加できなかった当事者・家族・一般参加者
には、電話や訪問にて見守り活動を実施。ボ
ランティアの方へは毎月個別に連絡を行い、
カフェ開催状況の伝達の他、ボランティア活
動への意欲維持状況の確認、カフェ開催方
法のアイディアを聞き取りを行っている。
■介護者教室
講師役は可能な限り、圏域に所属又はサー
ビス提供を行っている専門職（介護保険サー
ビス事業所等）に依頼をしている。参加者が
居住している地域特性を理解頂きながら講話
を依頼。
※コロナウィルス感染拡大防止、参加者人数
制限がある為、積極的な地域まわりでの周知
活動を実施することは出来なかったが、広報
掲載により問い合せが多かった為、参加につ
ながらなかった方に対しても興味・関心があ
るテーマの聞き取りを行う工夫をしている。

◎

当事者や家族の言葉に耳を傾け、やりたいこ
とと見たい、聞きたいことをカフェ等で行って
いる。
■認知症カフェ
７月からカフェを再開予定であったが、『カフェ
を開催してほしい』という家族の声もあったこ
とから、６月に野外でカフェを開催。
コロナ禍において参加人数は減ったが紙芝
居を聞きたい等、家族・当事者の意向を引き
出し、カフェを開催。また、若年性認知症のあ
る方には、ボランティアとしてまた、当事者とし
て、定期的に行っているボランティア会議にも
出席、運営側にも携わってもらっている。
■介護者教室
コロナ禍において、予定通りの開催は困難と
なったが、総合相談において家族から外にで
る機会が少なり、筋力低下や認知症が進ん
でしまったという相談が続いた為、介護する側
も高齢者が多いということで、当時者・家族が
一緒に参加できる教室「おうちで貯筋しよう」
を開催した。

◎

■認知症カフェ
コロナ禍において開催出来ない時期もあった
が、総合相談で支援している本人・家族の意
向を聞きながら、どのように開催できるか話し
合いながら開催している。

■介護者教室
開催終了時に参加者へアンケートを実施し、
実施内容を検討している。また、総合相談の
相談内容から実施する内容を包括内で検討
している。

57

◎

地域の集いの場が休止していたため直接の
訪問はできなかったが、電話やはがきなどで
社会資源の掘り起こしや見直し、またニーズ
の把握に努めた。

◎

有償サービス定例会や自治会協議会の定例
会に参加し、情報収集を行っている。
「外出の機会が減っている」「行くところがな
い」など住民からの声を聞き、運動の場の責
任者に住民の声を伝えたり、有償サービス定
例会においては、ケースの相談を基に情報収
集や情報交換することで地域課題の把握に
努めている。

◎

生活支援コーディネーターとは常に連携し、
ケース検討会議や協働事業（個別ケア会議・
介護予防事業・認知症カフェ、地域の移動支
援団体への継続的な関わり等）を通して情報
共有を行っている。協議体は、地域ケア会議
と連動し開催してきているが、今年度は個別
ケア会議を中心に開催・参加。協働事業への
参加により、高齢者のニーズ、地域課題・資
源開発について共に課題意識を持ち、解決に
向けた協議を行えるようにしている。

◎

①地域の輪会議を毎月開催し、センター多職
種や市社協を交えて、進捗状況を確認。包括
内会議や朝礼などでも情報共有。

②佐倉地区民児協、地域の輪とで高齢者の
見守りに関する協議体を立ち上げ、平常時の
見守り体制を構築、災害時にも機能させるこ
とを目指す。

◎

生活支援コーディネーターとは、定例会にお
ける情報の共有を行っている。また高齢者の
ニーズや地域に対する課題について協議して
いる。
包括の総合相談の内容を生活支援コーディ
ネーターも共有し、地域課題の分析を行って
いる。

57-1

◎

【地域の課題解決に結びついた事例を記載】
新型コロナウイルス感染症拡大のため活動
中止になってしまったが、地域課題の「集い
の場の不足」ということから、集いの場「井野
西わくわく健康クラブ」の立ち上げ支援を行
う。

◎

【地域の課題解決に結びついた事例を記載】
今年度は、移動支援をテーマに地域課題解
決に向けた会議を行っている。

◎

【地域の課題解決に結びついた事例を記載】
過去の地域ケア会議（協議体）、個別ケア会
議やヒアリング、相談分析を通して地域課題
を把握。既に立ち上がっている買い物・移動
支援団体、協力サービス事業所に対して、継
続的な後方支援を行っている。
コロナウィルス感染拡大の影響により活動が
一時中止となっている団体に対しても、随時
状況の聞き取り、活動再開・継続時の後方支
援がスムーズに行えるよう関わりを継続して
いる。介護予防を目的とした地域団体へ関わ
りは、センター内の医療職と連携・協働を図っ
ている。

◎

【地域の課題解決に結びついた事例を記載】
①千成地区地域ケア会議を経て誕生した「千
成ふれあいサービス」での、買い物バス開始
（９月）に向け支援、助言を行った。

②城の辺地区の買い物バス運行について、
昨年度に引き続き、実施に向けての支援を継
続中。今秋にはプレ運行を行い、新型コロナ
流行が落ち着き次第、開始の見込み。

◎

【地域の課題解決に結びついた事例を記載】
交通の不便さがあり、買い物支援や通院介
助に対するニーズがある。弥富地区社協にお
いて、住民に対して通院介助のニーズ調査を
行ったが、コロナ禍で具体的な検討ができて
いない。

9.8 9 10 10 10 10

98.0% 90.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

４　佐倉市独自の評価指標

(1)　介護予防事業
58-1

◎

地域の通いの場はコロナのため休止。訪問で
きない状況のため、地域の高齢者に電話や
往復はがきの郵送で状況把握を行った。

◎

民生委員と同行で高齢者宅個別訪問やわく
わく体操等を訪問し出前講座を行っている。
今年度、新たに上志津３区にて、わくわく体操
の立ち上げ支援を行っている。

◎

昨年度に引き続き、介護予防を広く周知する
ため、重点地域を決めて地域に出向いてのと
しとらん塾開催を予定していたが、コロナの影
響により、圏域内の医療機関での開催が中
止となるなど、地域での事業や講座が制限さ
れることとなった。また、通いの場も休会する
ところが多く、集まるところでの高齢者の状態
把握が困難となったため、総合相談や民生委
員との連携による戸別訪問等の個別対応に
より状態を把握し、必要な支援へを提供でき
るよう努めている。
自主化を目指し独自事業を行っていた団体：
開催が出来なくても参加者へ電話で様子確
認をし状態把握を行った。

◎

新型コロナ対策のため地域の通いの場へ出
向くことはできていないが、「包括支援セン
ターだより」や「ほけんだより」を作成し、ミレニ
アムセンターや佐倉市民体育館に置いて頂
いたり、自治会の集まりに出席する際に持参
し地域の方に回覧して頂く等、広報活動に努
めた。
近隣住民などから心配な方についての情報
を頂くことが出来、サービス提供に繋げてい
る。また、朝の体操参加者に、電話で状況確
認をしたり、介護予防に関するパンフレットを
同封して手紙を郵送し、介護予防に努めた。

◎

コロナ禍において地域のサロンの開催ができ
ておらず、出前講座を計画しても開催出来な
い状況が続いているが、わくわく体操会の開
催状況を確認しながら出前講座の開催を相
談しながら、実施している。

58-2

◎

介護予防ボランティアの情報交換会開催を企
画していたが、新型コロナウイルス感染症拡
大のため開催できなかったため、後期で開催
する予定。

◎

総合相談者・わくわく体操等で独自のパンフ
レットを作成し周知啓発している。その他、市
社協共催で予防講座を年６・１１・２月に計画
している。６月はコロナウイルスにより未実施
である。

◎

コロナの影響により、密になる勉強会等の集
まりだけでなく、ご協力いただける事業も少な
くなったことで介護予防ボランティアの活動の
場が減少。昨年度、新たに登録された方々の
顔合わせもできていないことから、介護予防
ボランティアとの繋がりをなくさず、各々の状
況や意向を確認するため、手紙送付や電話
連絡を実施。その中で把握した個々の思いや
問題に関しては、市の担当者と共有・相談し
ている。また、一人当たりの活動回数は少な
いが、感染予防対策を徹底することで、可能
な限り事業へのご協力も依頼している。

◎

懇談会は開催できていないが、介護予防リー
ダー宛にほけんだより等の資料を同封して手
紙を郵送し、何かあれば連絡頂けるようお願
いしている。また、通いの場が再開する際に
は、介護予防リーダー等からの感染対策等
についての相談に乗り情報交換も行ってい
る。 ◎

コロナ禍において、介護予防ボランティアの
依頼を見送っている為、情報交換の場も設け
ることが出来ていないが、情報通信を作成し
送付したり、連絡を取るなどして情報交換を
行っている。

認知症の当事者や家族の視点を重視
し、認知症カフェのや介護者教室の運営
を行っている。

生活支援コーディネーター・協議体と地
域における高齢者のニーズや社会資源
について協議をしているか。

高齢者の住む地域の生活支援に関する
ニーズを把握し、地域課題の解決に向け
た取組を行っている。

３計　◎又は〇の平均個数／◎又は〇の個数

３計　◎又は〇の平均割合／◎又は〇の割合

介護予防に関する取組を推進するため、
地域の通いの場に出向いての講座の開
催や介護予防が必要な高齢者の状態を
把握し、サービス等へつなげている。

市が養成する介護予防ボランティアとの
定期的な情報交換の場を設けている。
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佐倉（最終調整） 南部（最終調整）臼井・千代田（最終調整）センター指標 志津南部（最終調整）志津北部（最終調整）

58-3

◎

独自のとしとらん塾開催案内を作成し、ラジオ
体操などで配布するほか、独自に作成したチ
ラシを圏域の公共施設、医療機関などに配
布、掲示した。

◎

総合相談者・わくわく体操等で独自のパンフ
レットを作成し周知啓発している。その他、市
社協共催で予防講座を年６・１１・２月に計画
している。６月はコロナウイルスにより未実施
である。

◎

としとらん塾：昨年度に引き続き、年間４コー
スの内の２コースを地域で開催予定だった
が、コロナの影響により、医療機関と連携し行
う教室は中止となった。自治会館での教室は
日程を延期し、自治会内の回覧を依頼し周知
し開催できた。また、公民館での開催は、人
数制限がある中で不特定多数への周知は状
況に沿わないと思われたため、閉じこもりが
懸念される方や関わりが必要と思われる方に
案内を行なった。コロナ禍で制限がある中で
も、参加者が満足し、教室終了後も継続でき
る内容となるよう、感染予防対策を徹底しな
がら、創意工夫して事業に取り組んでいる。
通いの場立ち上げ支援団体：コロナの影響で
中断をしている団体に対し、自治会長に地域
の方の様子を伺ったり、回覧を依頼し介護予
防についての周知、包括との関りが途絶えな
いように声掛けを行った。

◎

新型コロナ対策で今までのように広く情報提
供や呼びかけを行うことはできなかったが、
開催する地域の自治会の方や介護予防リー
ダーなどに協力して頂き、必要性のある方に
声を掛けて頂いている。また、包括職員も訪
問の際などに個別に情報提供している。

◎

コロナ禍において人数制限を行うため、チラ
シの配布は限られた公共施設のみにしてい
るが、閉じこもりや外部と交流が少ない住民
に対して、情報提供したり、民生委員に周知
するなどしている。

3.0 3 3 3 3 3

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

(2)　その他
59-1

○ ○ ○ ○ ○

59-2
○ ○

他圏域の利用者の方にも申請支援を行い、
申請書作成後は、相談者の方に同意を得た
うえで担当包括に連絡している。

○ ○ ○

60-1

○

作成にあたって不明な点は、市に相談し確認
を行っている。住宅改修の業者紹介にあたっ
ては、偏らないようにしている。

○

不明な点は給付班に確認している。また、リ
ストを作成し、事業所が偏らないよう配慮して
いる。

○

作成時に判断に悩むときには、市の担当者
の方の助言・指導を受けるように心がけてい
る。
特定の事業所に偏らないように、職員間で情
報交換をする他、リストを作り管理している。
見積もりは複数（２社以上）で取るようにして
いる。

○

住宅改修の業者紹介にあたっては複数の業
者を紹介し、相見積もりについての説明も
行っている。改修の目的と改修方法で不明な
点があれば介護保険課給付班に適宜確認し
ている。

○

市に提出する前に職員間で確認している。ま
た、作成にあたって市に相談してアドバイスを
いただいている。

60-2
○ ○ ○ ○ ○

4.0 4 4 4 4 4

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

94 93 92 95 95 93

98.5% 97.9% 96.8% 100.0% 100.0% 97.9%

43 33 47 47 44 44

51 60 45 48 51 49

1 2 3 0 0 2全ての指標の▲の平均個数／個数

全ての指標の○の平均個数／個数

窓口での救急医療情報キット、介護マー
ク、地域資源マップ等の配布ができるよう
に、在庫管理を行っている。

◎又は〇の平均個数／◎又は〇の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は〇の割合

全ての指標の◎又は○の平均個数／個数

全ての指標の◎又は○の平均割合／割合

全ての指標の◎の平均個数／個数

介護予防事業（市主催事業・としとらん
塾・出前講座等）について、地域で周知
し、介護予防事業の認知向上に努めて
いる。

◎又は〇の平均個数／◎又は〇の個数

◎又は〇の平均割合／◎又は〇の割合

要介護認定の代行申請にかかる書類
は、速やかに高齢者福祉課に提出してい
る。

要介護認定の代行申請について周知を
図り、センター窓口で申請を受け付けて
いる。

住宅改修理由書の作成を適正に行って
いる。
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